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NEDO事業の目的

◼ 本事業は、配電用変電所の混雑をターゲットとして、DERフレキシビリティの活用（上げDR）
により、再生可能エネルギー（再エネ）の出力制御の回避による更なる再エネの活用拡大と、
電力系統の混雑緩和を実現することを目的とする。

の変圧器
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2020 2021 2022 2023 2024

フィージビリティス
タディ

システム開発・フィールド実証

リソース導入

◼ 本事業では、2020～2021年度に実施したフィージビリティスタディ（FS）の結果を踏まえ、
アグリゲーター等と送配電事業者をつなぎ、DERを制御して需要をシフトあるいは創出すること
で再エネに起因して混雑が生じる配電用変電所の混雑緩和を可能とするDERフレキシビリ
ティシステムの構築に向けた技術開発を行う。

◼ 2022年度～：システム開発を実施、2023年度～：リソースを導入して検証

事業概要及び全体スケジュール

本事業



（参考）DERフレキシビリティシステム

◼ DERフレキシビリティシステムは、下図に示す３つのシステム/プラットフォームにより構成されるシ
ステムと定義し、開発を進める。
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実施体制

幹事企業：東電PG

①一般送配電
の課題検討
（WG1）

②プラットフォーム
の課題検討
（WG2）

③アグリゲーター
の課題検討
（WG3）

④フィールド実証
（WG4）

• 東京電力PG
• 関西送配電
• 中部電力PG

• 東京電力PG
• 早稲田大学
• 三菱総合研究所
• 関西送配電
• 三菱重工

• 京セラ
• 東京大学
• 東京電力EP
• 東京電力HD

• 東京電力PG
• 早稲田大学
• 関西送配電
• 三菱総合研究所
• 東京電力EP
• 東京電力HD
• 三菱重工

検討事項の役割分担

◼ 実証を通じDERフレキシビリティを活用した系統混雑緩和の実現性を確認するため、検討事
項を以下の4つの項目に分類。各項目（WG）間で連携して検討を実施。
①一般送配電事業者における課題検討（WG1）
②DERフレキシビリティ活用プラットフォームにおける課題検討（WG2）
③アグリゲーターにおける課題検討（WG3）
④フィールド実証（WG4）
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※WG：ワーキング



◼ フィールド実証では、太陽光発電の逆潮流に伴い配電用変電所で混雑が発生することを模
擬し、各WGでの検討内容の検証を通じ、 DERフレキシビリティを活用した系統混雑緩和の
実現性を確認する。

フィールド実証の全体イメージ
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実証対象エリアの選定及びフィールド調査

地域別系統状況（空容量/運用容量 [%] ）

混雑率

※東電PGホームページデータをグラフ化
https://www.tepco.co.jp/pg/consignment/system/

対象エリアの潮流状況

◼ 2024年度に栃木県那須塩原市でフィールド実証を行うことを想定し、再エネ（主に太陽光
発電）の連系により、将来、系統混雑が発生する可能性のある変電所を抽出し実証対象エ
リアを選定。

◼ 対象エリアの潮流状況の調査やDERの設置候補地選定など、フィールド調査を完了。
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第46回 総合資源エネルギー調査会 省エネルギー・新エネルギー分科会 新エネル
ギー小委員会／電力・ガス事業分科会電力・ガス基本政策小委員会 系統ワーキン
ググループ 資料５（2023年5月29日）

（参考）系統混雑緩和に資する系統用蓄電池
運用の試行的取り組み

◼ 本NEDO事業の趣旨に鑑み、実証対象系統に新規に連系される系統用蓄電池に限り、配
電用変電所の変電設備の容量を逼迫する方向に影響を与えないよう運用制約を遵守いただ
くことへの同意などを前提として、東京電力パワーグリッドが、当該変電設備を増強することなく
系統連系を行うことを試行的に実施（2023年8月～）。
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対象系統：関谷変電所1号変圧器を電源とする配電系統
（下図赤線箇所）

東京電力パワーグリッド株式会社 プレスリリース 別紙１
（2023年8月8日）



実証用システムの開発

アグリゲーター
システム

（AC/RA）

一般送配電事業者
・制御システム

（実証用指令システム）

DERフレキシビリティ
活用プラットフォーム
（市場機能）

DERフレキシビリティ
活用プラットフォーム
（制御機能）

既存システム活用

新規構築

改良

導入

募集・入札・約定 制御・実績報告

✓ 変電所の潮流値や気象情報等を基に潮流予測を行い、予測結
果に応じた制御パターンや変電所潮流制御指令を送信する。

✓ VPP構築実証事業の実施に際し構築した、簡易的な実証用指
令システムを改良し、導入。

■市場機能：
✓ 一般送配電事業者によるDER募集機能とアグリゲータによる入札
機能を備え、DER情報及び調達情報を基に約定量を決定する。

✓ 既存のプラットフォームを導入（採用）。
■制御機能：
✓ 約定結果に基づき一般送配電事業者から送信される制御指令を
アグリゲータシステムへ分配する。

✓ 他システムとの連携等を考慮し、新規に構築。

✓ DER制御指令に基づきDER制御及び応動状態を管理する。
✓ アグリゲーターの参入障壁を下げるため、可能な限り、既存アグリ

ゲーターシステム（AC/RAシステム）の改修を伴わずに流用ができ
るよう検討中。

◼ フィールド実証に向け、市場機能（募集・入札・約定）及び制御・実績報告機能を中心にシ
ステム要求仕様の検討と事前検証を行い、実証用DERフレキシビリティシステムを構築中。
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◼ 募集要件案、制御要件案を反映した業務フロー案を基に、フィールド実証で検証すべき項目
を抽出し、ユースケースの設定やシナリオ案を作成するとともに、DERの導入や各種測定器の
設置を進めるなど、フィールド実証の環境構築を実施。

◼ 2024年2月、三菱重工業工場内にて、プラットフォームを介してDERを制御することにより実
証用システムの事前検証を行うとともに、業務フロー案の不備の有無等を確認。

フィールド実証の環境構築と事前検討
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アグリゲーション
コーディネーター

プラットフォーム 市場機能

実証指令端末

ACシステム

一般送配電事業者

RAシステムアグリゲーター

DER

RAシステム

DER

RAシステム

DER
実証対象
エリア

フィールド実証での業務フローイメージ

マッチング・約定

制御機能

約定結果に基づき
制御指令を配分

制御パターン・
潮流制御指令

応動結果（実績値）

応動結果（実績値）

DER制御指令

出力指令

募集情報入力

入札・結果通知

WG1による検討内容
・募集要件の検討
・セーフティーネットの検討
・システムデータ連携検討
・DER制御の運用課題整理

WG2による検討内容
・プラットフォームの機能検討
・データ連携・ 通信プロトコルの検討
・業務フロー・システム要求仕様の検討

WG3による検討内容
・DERフレキ管理技術検討
・DER制御技術検討
・RAの市場参加要件検討 等

WG4による検討内容
・実証のシナリオ検討
・実証設備構築及びシステム導入
・実証を想定した事前検証
・効果検証、総合的ケーススタディ

入札・結果通知



（参考）系統用蓄電池システムの設置状況

●現地状況 ●機器配置図

24,000

2
2
,0

0
0

■蓄電池システム
出力：1,999kW
容量：6,310kWh

（1/24 蓄電池コンテナ、蓄電池盤設置時）

１：蓄電池コンテナ

2：PCS盤/連系Tr

◼ 2024年度の実証に向けて順調に工事進捗中。
（至近の系統用蓄電池の設置に関する現地状況は写真のとおり）
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2024年度の実施概要
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一般
送配電
事業者

プラット
フォーム

アグリ
ゲータ

DER
所有者

リソース登録

フレキシビリティ事前審査

フレキシビリティ募集・応札・マッチング

フレキシビリティ約定

DER制御量算定

DER制御

応動確認・精算

◼ 最終年度である2024年度は、実証用に開発したDERフレキシビリティシステムを通じて、実系
統においてDERを制御し、系統混雑の緩和が可能であることをフィールド試験にて検証する。

◼ 実証を通じて、標準的な業務フローの確立と運用上の課題抽出を行うとともに、DERやアグリ
ゲーターがDERフレキシビリティシステムと接続可能な通信方式を確立し、DERフレキシビリティ
システムの要求仕様をとりまとめる。

業務フロー
（例）

フ
ィ
ー
ル
ド
実
証
で
の

検
証
範
囲



（参考）フィールド実証におけるユースケース

シナリオのイメージ 募集要件 制御パターン

ケース１ PVの出力増加に対して、系統用蓄電池の充
電により配電用変電所変圧器の混雑回避を
図る

需給調整市
場三次②相
当

発動1時間前の混雑予測に従い、制御指
令を行う（12コマまとめて発出）

ケース２ 各コマ1時間前の混雑予測に従い、30分
毎に更新された制御指令を行う

ケース３ 容量市場の
発動指令電
源相当

発動３時間前の混雑予測に従い、制御
指令を行う（６コマ×２回発出）

ケース４ PVの出力増加に対して、系統用蓄電池の充
電により配電用変電所変圧器の混雑回避を
図る（落札量≠制御量の場合）

ケース７ PVの出力増加に対して、系統用蓄電池等の
充電により配電用変電所変圧器の混雑回避
を図る（複数リソースが落札の場合、約定
結果に従った制御量分配となっているか）

ケース12 PVの出力増加に対して、系統用蓄電池の充
電により配電用変電所変圧器の混雑回避を
図るが、制御途中でSoC不足により応動量
不足となる
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◼ 検証すべき項目が網羅された12件のユースケースを整理し、各ケースに沿ってフィールド実証を
実施予定。
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